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いただきました．

噴火実験は，階段状の座席があるオープンスペースにて

実施しました（写真 6）．まず火山から出てくるものとして

水に浮かぶ軽石と沈む溶岩の 2 種類を触って確かめると

ころから始まり（写真 7），重曹とクエン酸と洗剤を入れた

ペットボトルに注射器で水を入れて吹き出る泡を溶岩流に

見立てた噴火実験（写真 8）と，小麦粉を水で溶いて色を付

けた「溶岩」を火山の立体模型の上から流す実験（写真 9）

の 2 種類を行いました．いずれも子どもたちに実際に手を 

写真 6　�噴火実験は，博物館のオープンスペースにて実施した．ディ
スプレイを用いた解説の後，ブルーシート上で噴火実験，
写真左側のテーブル上で溶岩流下実験を行った（伊藤順一撮
影）．

写真 7　�軽石と溶岩の違いを参加者に確かめてもらっているところ
（山口雄一氏撮影）．

写真 8　クエン酸と重曹を使った噴火実験（上原由記子氏撮影）．

動かしてもらい，自分の入れた水で噴火が起きたり，小麦

粉の溶岩を好きなところから流してみたりという体験を通

して，噴火のイメージや火山活動を実感してもらいました． 

2 日目の実験では噴火の勢いが予想以上に激しく，新しい

博物館の天井に届いてしまうのではと心配しましたが，無

事終了しました．

有料頒布では，北海道から九州まで 6 地域ある地質図ク

リアファイルのうち，福島県が含まれる地域のものがやは

り最も多く売れました（写真 10）．ほかにも，表紙に石英

写真 9　小麦粉を水に溶いた溶岩を立体の富士山に流している様子．



GSJ 地質ニュース Vol. 15  No. 1（2026 年 1 月）          29

「夏休み特別企画　探ろう！郡山から見える活火山」出展報告

の写真があしらってある自由帳も親子連れに人気だったよ

うです．

来場者は 2 日間合わせて約 290 名と大変盛況でした．

４．終わりに

このイベントに足を運んでいただいた郡山市の地元の

方々にとって，身近な火山に関心を持つきっかけとな

り，福島県の地質について理解を深めていただけたら嬉し

く思います．さらに，産総研や FREA，地質調査総合セン

ターについても認知していただく機会になったのではと思

います．

この企画はもともと FREA からお誘いいただいたもので

した．箱崎早苗さんを始めとする FREA 産学官連携推進室

の方々からは様々なアイデアをご提案いただき，また会場

レイアウトや博物館とのやりとり，ポスターやチラシの作

成，現地での設営や当日の会場案内など，大変お世話にな

りました．また，嶋根裕一館長を始め郡山市歴史情報博物

館の方々には会場に関して様々な便宜を図っていただきま

した．御礼申し上げます．

 

写真 10　地球科学図・地質標本館グッズの有料頒布の様子．地質標本館グッズは好評を博した．

KOMATSUBARA Junko, ITOH Jun'ichi, UCHINO Takayuki, 
YAMASAKI Seiko, KONOO Tatsuya, SATO Tsutomu, YAN-
AGISAWA Norio, NAKAGAWA Keiko, ISHIHARA Takeshi, 
ISHIBASHI Takuya, SUZUKI Takeshi, WATANABE Norihiro, 
OKAMOTO Kyosuke and SAITO Makoto (2026) Report on 
summer vacation special exhibition: Let's explore! Active 
volcanoes seen from Koriyama, at Koriyama City Museum 
of History.

（受付：2025 年 8 月 12 日）
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武藤　俊 1・野田　篤 1・西岡　芳晴 1

１．はじめに

2025 年 2 月に，5 万分の 1 地質図幅「門
かど

」（以降，門図

幅と呼ぶ）が刊行されました（武藤ほか，2025）．門図幅地

域は北上山地の北部に位置し，行政区分では大部分が岩泉

町，北西部の一部が葛巻町，南西の端が盛岡市に含まれま

す．門図幅地域に分布する地層の大部分は，日本の地質体

の大区分においては北部北上帯と呼ばれる地帯に属します

（第 1 図 A）．北部北上帯は，この半世紀の間比較的研究が

活発ではなかった地帯です．その間には，地球科学界では

プレートテクトニクスの存在が認識され，日本列島の形成

においてプレートの沈み込み運動が非常に重要な役割を果

たしてきたことが明らかになりました．具体的には，海洋

プレートが大陸プレートの下に沈み込む際に，海洋プレー

トの岩石や地層の一部が沈み込まずに大陸プレート側に付

加して形成される付加体（第 1 図 B）が，日本列島の基盤

岩の大部分を占めていることが認識されるようになりまし

た．一方，北上山地北部の研究ではプレートテクトニクス

に基づく地質学の新知見を取り入れるのが遅れ，古く不正

確な仮定の下で描かれた地質図が改訂されていませんでし

た．

国が区画ごとに発行する地質図の中で最も詳細なシリー

ズである 5 万分の 1 地質図幅では，近年になってようや

く北上山地北部で付加体を正しく認識した地質図が作成

されるようになりました．これらは 5 万分の 1 地質図幅

「早
は や ち ね

池峰山」（川村ほか，2013），「一戸」（辻野ほか，2018），

「陸中関」（中江ほか，2021），「外山」（内野・小松原，2024）

です．門図幅は，区画内について従来より精度の高い地質

情報を提供するとともに，上記の周辺図幅と合わせて北上

山地全体の成り立ちに関する私たちの知識を深めるものと

なります（第 2 図）．

２．門図幅地域の研究史

門図幅地域を含む北上山地北部の地質学的研究は，化石

が豊富に産出し，日本の古生代，中生代の地層の典型とさ

れた北上山地南部との比較から始まりました．湊（1950）

5 万分の 1 地質図幅「門」の紹介

キーワード：�北上山地，岩手県，北部北上帯，ジュラ紀付加体，安家石灰岩，北上
花崗岩類，横道層，小川層群，古第三紀火山岩類，第四系

1 産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門

第 1 図　�（A）門図幅地域の位置と北上山地の地帯区分図（武藤ほか，
2025 を改変して引用）．（B）付加体に含まれる岩石・地層の
由来を示す模式図（Wakita and Metcalfe, 2005 を改変）．

は，北上山地南部には主に浅海の地層が分布するのに対

し，北部では主に深海の地層が分布することを示しまし

た．その後，岩相の分布や，主に石灰岩に含まれる化石の

情報が蓄積し，北上山地北部は西から東へ順に形成された

堆積盆の地層からなると考えられるようになりました（島

津ほか，1970；小貫，1981）．門図幅地域では，堆積盆

の境界をなす構造線が複数存在する可能性が議論されまし

た．当時の理解は，地向斜造山論と呼ばれた，プレートテ
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1980 年代以降，国内では主に西南日本で付加体の概念

を検証する研究が進み，北上山地北部の地質も同様に再解

釈され始めました（大上・永広，1988）．2000 年代には

その一環として，北上山地に広がるジュラ紀に形成された

付加体の分布で定義される地帯を北部北上帯と呼称する，

現在の地帯区分の定義が定まりました（永広ほか，2005）． 

しかし，付加体の研究が盛んに行われた西南日本に比べる

と，データの蓄積は少ないままでした．その大きな要因の

1 つとして，北部北上帯では前期白亜紀に貫入した花崗岩

類の熱による接触変成を受けているため，チャートや泥岩

などの岩石から年代を知るために必要な微化石が産出しに

クトニクスの導入以前に採用されていた概念に基づくもの

でした．そのため，特に地層の年代や地質構造に関して現

在の地質学の理解とは矛盾する点も多くありました．例え

ば，先述の化石を産出する石灰岩は，今でこそ遠洋域の海

山浅海部で堆積した後にプレートの運動により大陸縁辺ま

で移動してきたことが分かっていますが，地向斜造山論で

は初めから大陸縁辺で堆積した地層だと理解されていまし

た．一方で，地層の分布に関する情報は，現在でもほぼ踏

襲されているものもあります．門図幅地域北部から北隣の

陸中関図幅地域にかけては，杉本（1974）に代表される非

常に緻密な地質調査が行われ，後の研究の礎となりました．

第 2 図　�門図幅地域の地質図．（A）20 万分の 1 地質図幅「盛岡」から門図幅の区画を切り出したもの．当時の “ 北部北上帯 ” は現在
より狭い範囲を指します．（B）5 万分の 1 地質図幅「門」．20 万分の 1 地質図幅「盛岡」と比較すると，大縮尺化に伴って地
質分布の情報が詳細化しています．さらに，プレートテクトニクスを始め現代的な地質学の体系にのっとって地質体の区分
を再編しています．また，20 万分の 1 地質図幅では記載されていない，あるいは記載が限定的な接触変成帯や第四系の分
布が示されています．地質体の凡例は，比較しやすいものを抽出しており，より体系的，網羅的な地質区分については第 3
図及び門図幅を参照ください．
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くいことが挙げられます．最近 10 年程になってようやく，

例外的に良く保存された微化石の報告に加え，凝灰岩や砂

岩中に含まれるジルコン粒子の放射年代測定結果が蓄積し

てきたことで（例えば，内野，2021），北部北上帯のジュ

ラ紀付加体の区分や形成史の理解が進みました．

３．門図幅地域の地質系統

門図幅地域には古いものから順に，北部北上帯ジュラ紀

付加体，前期白亜紀の北上花崗岩類及び岩脈類，上部白亜

系横
よこみち

道層，古第三系小
こ

川
がわ

層群，古第三紀火山岩類，第四系

が分布しています（第 3 図，第 4 図）．以下，それぞれにつ

いて簡潔に記述していきます．

北部北上帯ジュラ紀付加体
門図幅地域では，三畳紀末からジュラ紀末頃にかけて形

成された付加体が全域の基盤をなしています．形成年代の

大部分はジュラ紀であるため，ジュラ紀付加体と呼称され

ます．付加体は一般的に，海洋地殻を構成する玄武岩類，

遠洋域の深海底で堆積したチャート，海山を構成する玄武

岩類とその頂部で堆積した石灰岩，陸からもたらされた火

山灰に由来する凝灰岩，陸起源の砕屑物からなる泥岩や砂

岩からなります．これらは，海洋地殻が誕生し，その上に

深海底の堆積物や海山が形成されながら，プレート運動に

よって大陸との境界である沈み込み帯に向かって移動して

きて，陸に近づいたところで陸起源の堆積物が上に降り積

もるという，数千万年スケールの歴史を反映しています 

（第 1 図 B）．さらに，沈み込み帯では，プレート運動の力に

よって海洋プレート上の岩石や地層と陸由来の海溝に堆積

した泥や砂とが混ぜられて，上記の複数の岩石種が複雑に

混ざった産状の，混在岩と呼ばれる岩石も形成されます．

門図幅地域のジュラ紀付加体は主な構成岩石種とその産

状を基に，古いものから順に門
か ど ま

馬ユニット，三
み す ご

巣子ユニッ

ト，大鳥ユニット，関ユニット，高
た か や し き

屋敷ユニット，江
え

刈
かり

ユ

ニットに区分されました（第 3 図）．門馬ユニットは，泥

質混在岩を主体とし，石炭紀の玄武岩類や，石炭紀からお

そらく三畳紀に堆積したチャートの岩体を含みます．三巣

子ユニットは，ほぼ泥質混在岩からなり，泥質部に明緑色

の粘土岩を頻繁に含むことが特徴です．大鳥ユニットは，

下部の大
おおこしざわ

越沢サブユニットと上部の大坂本サブユニットに

区分されます．大越沢サブユニットは主に石炭紀からジュ

ラ紀に堆積したチャートとジュラ紀に堆積した珪質泥岩か

らなり，沈み込み時の混在化をあまり受けていません．一

方，大坂本サブユニットは混在化を強く受けており，ジュ

ラ紀に堆積した泥岩を主要素とする泥質混在岩と，ペルム

紀から三畳紀に堆積したチャートやジュラ紀に堆積した 

第 3 図　門図幅の地質概略図（武藤ほか，2025 を改変して引用）．
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砂岩の岩体からなります．関ユニットは，ペルム紀からお

そらくジュラ紀に堆積したチャート，ジュラ紀に堆積した

珪質泥岩，泥岩及び砂岩がこの順に累重するユニットであ

り，沈み込み帯に到達した海洋プレート上の地層の積み重

なりが良く保存されています．高屋敷ユニットは，下部の

安
あ っ か

家サブユニットと上部の松
ま つ が さ わ

ヶ沢サブユニットに区分され

ます．安家サブユニットは，門図幅地域内では三畳紀に堆

積したと見られる石灰岩がほぼ全体を占めます．北隣の陸

中関図幅地域では下位に玄武岩類が広く分布します．安家

サブユニットの石灰岩は日本でも有数の規模の石灰岩地

帯であり，古くから安家石灰岩として知られていました．

松ヶ沢サブユニットは，泥岩中に年代不詳の玄武岩類，三畳

紀からジュラ紀に堆積したチャート，ジュラ紀に堆積した

珪長質凝灰岩，砂岩，礫岩などの分断した岩体を含む，混

在化がある程度進んだ岩相を示します．江刈ユニットは，

ジュラ紀末頃に堆積した泥岩や泥質混在岩中に，年代不詳

の石灰岩，チャートなどの岩体を含む，混在化がある程度

進行した岩相を示します．

門図幅地域の付加体が形成された年代は，門馬ユニット

が三畳紀末から中期ジュラ紀，大鳥ユニットが中期ジュラ

紀，関ユニットが中期ジュラ紀から後期ジュラ紀，高屋敷

ユニットが後期ジュラ紀，江刈ユニットはジュラ紀末頃で

す（第 4 図）．三巣子ユニットについては分かっていませ

ん．大局的には，新しいユニットから古いユニットの順に

構造的に積み上がっており，南西に傾斜するために，地表分

布で見ると南西側に位置するものが上に乗る古いユニット

になっています．これは，沈み込み帯で新しい付加体が古

い付加体の海側に潜り込むように形成されることと整合的

です．一方，ジュラ紀付加体の大局的な構造は，平
ひらにわだけ

庭岳向

斜，江刈背斜などの褶曲や，樺
かばもり

森断層，小
お

本
もとがわ

川断層などの

断層により改変されています（第 3 図）．その最も顕著な例

として，門図幅地域内で最も新しい江刈ユニットは，地域

東部ではなく北西部の江刈背斜の軸を中心に分布します．

なお，プレートテクトニクスが認識される以前には，樺森

第 4 図　�門図幅地域の地質の総括（武藤ほか，2025 を改変して引用）．付加体の「海洋性岩石」とは，玄武岩類，チャー
ト，石灰岩といった，遠洋域でできる岩石です．
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断層や小本川断層は堆積盆の形成要因となった断層（構造

線）と解釈されていましたが，現在では付加体が形成され

た後に活動して地質構造を改変したものだと判断されてい

ます．

北上花崗岩類と前期白亜紀岩脈類
北上花崗岩類と岩脈類は地域全体に点在する，前期白亜

紀にジュラ紀付加体に貫入したマグマから形成された岩

石です（第 3 図，第 4 図）．門図幅地域の北上花崗岩類は，

天
てんじんもり

神森岩体，突
つ く し も り

柴森岩体，湯
ゆ

沢
ざわしか

鹿岩体，砂
す な こ

子岩体，堺
さかいのかみ

ノ神

岩体として分布します．これらのうち天神森岩体と堺ノ神

岩体は，全体としては径 5 km 以上の規模ですが，分布域

の大部分は門図幅の範囲外です．他の 3 岩体はいずれも径

5 km 以下の小規模なものです．天神森岩体，砂子岩体は

トーナル岩や花崗閃緑岩から構成されます．突柴森岩体や

湯沢鹿岩体はトーナル岩，花崗閃緑岩に加えて，斑れい岩，

石英閃緑岩，石英斑れい岩といった苦鉄質深成岩を構成要

素に含みます．堺ノ神岩体は，門図幅地域内では閃緑岩及

び石英閃緑岩からなり，苦鉄質な岩相を示します．北上花

崗岩類は，周囲のジュラ紀付加体に広く接触変成作用を及

ぼしています．特に図幅地域東半部に分布する大鳥ユニッ

ト，関ユニット，高屋敷ユニットでは広範囲で接触変成に

よる黒雲母の生成が確認されました．

岩脈類の岩相は非常に多様です．分布の規模は小さく，

ほとんどは幅数 m 以下であり，地質図に表現できる規模の

ものは，南西部の早坂高原に見られる斑状黒雲母普通角閃

石トーナル岩と，中央部の穴
あ な め が だ け

目ヶ岳付近に見られる普通角

閃石デイサイトのみです．これら以外の特徴的な岩脈とし

て，門図幅では単斜輝石安山岩，細粒斑状石英閃緑岩，斜

長石の巨晶を含む斑状閃緑岩を記載しています．

横道層と小川層群
横道層と小川層群は，門図幅地域を北西から南東に横断

する小本川断層に沿って細長く分布しています（第 3 図）．

横道層は，上
かみくにざかい

国境から名
な め い り

目入にかけてと，袰
ほろわた

綿から松橋周

辺に分布します．礫岩及び砂岩を主体とする下部と，砂岩

及びシルト岩を主体とし，凝灰岩，炭質泥岩及び石炭が挟

まれる上部からなります．堆積相と産出する植物化石など

から，後期白亜紀に当時の網状河川とその氾濫原に堆積し

た地層だと判断されます．小川層群は，上国境から名目入

にかけて分布します．横道層とは不整合関係にあり，両者

の堆積年代には 3000 万年ほどの差があると考えられます

（第 4 図）．下位から順に，小松層，名目入層，大久保層，

雷
いかとうげ

峠 層に区分されます．小松層は凝灰岩，凝灰質砂岩， 

凝灰質泥岩を主体とし，炭質層が挟まれます．名目入層は

礫岩，砂岩，シルト岩を主体とし，凝灰岩が挟まれます．

大久保層は礫岩，砂岩，シルト岩を主体とし，炭質層が挟

まれます．雷峠層は礫岩を主体とします．小川層群は，堆

積相と産出する植物化石などから，古第三紀に当時の蛇行

河川や網状河川とその氾濫原及び周辺の山麓域に堆積した

地層であると考えられます．

古第三紀火山岩類
地質図上に表現できる古第三紀火山岩類は，二

にしょういし

升石流紋

岩，松橋流紋岩，松橋安山岩類であり，いずれも門図幅地

域の南東部に分布します（第 3 図，第 4 図）．二升石流紋岩

からは約 4400 万年前（古第三紀）の年代値が得られ，松橋

流紋岩，松橋安山岩類も同時期に活動したマグマの産物だ

と考えられます．同時代に類似したマグマから形成された

火山岩類は，小規模ながら北上山地北部に広く点在してお

り，中でもよく知られている宮古市浄土ヶ浜の流紋岩に由

来して，浄土ヶ浜流紋岩類とも呼称されています（土谷ほ

か，2008）．

第四系
門図幅地域の第四系は，頂部緩斜面堆積物，麓部緩斜面

堆積物，埋谷緩斜面堆積物，上位河成段丘堆積物，下位河

成段丘堆積物，氾濫原及び谷底低地堆積物に区分されます

（第 4 図）．頂部緩斜面堆積物と麓部緩斜面堆積物は，それ

ぞれ山頂から稜線にかけてと山脚部の緩斜面を形成してい

ます．いずれも，最終間氷期前の氷期と最終氷期の寒冷な

気候下で，岩石中の割れ目の水分が凍った時に膨張するこ

とで破砕する，凍結破砕により生じた角礫や泥が堆積した

ものです．埋谷緩斜面堆積物は，谷沿いに分布する広がり

が弱い緩斜面を形成する礫，砂，泥からなる堆積物です．

上位河成段丘堆積物は小本川沿いに見られ，現河床から

の高さが 15–30 m と 35–60 m の 2 段の段丘面を形成す

る，最終氷期並びにその前の氷期に河川で運搬された礫， 

砂，泥からなる堆積物です．下位河成段丘堆積物は小本川

と安家川沿いに見られ，現河床より数 m から 20 m 高い段

丘面を形成する，最終氷期後に河川に運搬された礫，砂，

泥からなる堆積物です．氾濫原及び谷底低地堆積物は，現

在の主要河川である小本川，馬
ま

淵
べちがわ

川，安家川に沿って分布

する低地を形成する，礫，砂，泥からなる堆積物です．

資源地質
門図幅地域内には稼働中の鉱山はありませんが，かつて

は銅，マンガン，石炭，耐火粘土を採掘する鉱山が存在し
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ていました．金属鉱山のうち詳細な記録が残っているもの

は，岩泉町本銅付近の堺ノ神岩体縁辺部分に形成された銅

鉱床を採掘していた本銅鉱山と，葛巻町遠
とお

矢
や ば

場南方にて大

鳥ユニット中に胚胎されるマンガン鉱床を採掘していた遠

矢場鉱山です．石炭及び耐火粘土は，岩泉町横道周辺の小

川層群小松層と名目入層を主な採掘対象としており，小川

炭鉱，岩手鉱山などの名称で知られていました．

４．門図幅の利活用

門図幅は，道路工事や治水などインフラの整備，管理に

必要な基礎情報として役立てられることが期待されます．

例えば，門図幅地域では活断層は確認しておらず，地震に

より直接的に災害をもたらす断層はありませんが，断層の

中には過去の活動により周辺の岩盤が脆くなっているもの

があります．その 1 つである釜
かま

津
つ た

田 – 夏
なつ

屋
や

– 道
みちまた

又断層は，

2007 年に開通した国道 455 号早坂トンネルと交差してお

り，開通工事の際には岩盤が脆い部分を調査により把握す

る必要がありました．地質図幅は，トンネル工事そのもの

に利用するには解像度が低いですが，詳細調査の下地とし

て活用できます．近年では，2016 年台風 10 号の際に門図

幅地域を含む北上山地北部は豪雨に見舞われ，特に岩泉町

は甚大な被害を受けました．災害後は，岩手県北部の主要

国道である国道 340 号及び 455 号を含め多く復旧工事が

行われたほか，砂防ダムの新設などの治水工事が行われま

した．そのような工事の際に，地質図幅は基礎的な地質情

報を提供する役割を果たします．

また，門図幅は教育，観光の振興にも活用されると期待さ

れます．岩泉町では，日本初の恐竜化石であるモシリュウ

化石の発見がきっかけとなり，教育委員会による地学教育

のための資料編纂（大上，1992）が行われました．さらに，

2013 年には三陸ジオパークが認定され，門図幅地域では

安家洞がジオサイトに設定されるなど，地質学を教育や観

光に取り入れる取り組みがなされています．門図幅は，北

上山地北部に分布する地質系統をほぼ網羅できる地域であ

り，ここでまとめられた最新の成果は周辺地域にも応用で

きます．モシリュウ化石発見に端を発して編纂された書籍

類はプレートテクトニクスが導入される前の学術体系に立

脚しており，それ以降に作成された広域的な地質図は少な

いです．そのため，門図幅は現代的な地質学の理解に基づ

き既存の文献の情報を更新する重要な役割を担うと言えま

す．

５．おわりに

北上山地北部は，2010 年代まで 5 万分の 1 地質図幅の

整備があまり進んでいなかった地域ですが，近年門図幅を

含めて 5 区画が刊行されました．この範囲には，日本列島

の中で最も古い約 5 億年前から，地質学的にはごく最近で

ある数千年前の堆積物までの，幅広い年代と起源の地層が

分布します．そのため，地域固有の地質情報としてだけで

はなく，日本列島全体の成り立ちの理解を深める上でも有

意義な成果だと言えます．今後，門図幅がインフラ事業な

どの基礎情報や，教育，観光振興，学術研究に利活用され

ていくことを願っています．
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